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背景１．合併を選択せず“村”として歩むことを住民の意志により選択する。

＜森林を軸とした地域活性化の試み＞

低炭素地域づくりの取組の背景・目的

2004年8月、近隣地域との合併協議会を住民投票の結果に基づき離脱、それ
以来、村面積の大半を占める森林を軸とした地域活性化を通じて、小規模自
治体としての生き残りを模索してきた。

＜鳥取自動車道開通後の新たな観光交流の試み＞

高い知名度と活発な定住の動き、ローカルベンチャーの起業

・2013年 「あわくらむらブラッシュアップ観光交流事業計画」の策定

背景２．鳥取自動車道の全線開通への対応

林業・再生可能エネルギーなど中山間地での産業観光ニーズの拡大
西粟倉村
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2004年(3ヶ年) 地域再生マネージャー事業（総務省）で
地域活性化への動き

2009年4月「百年の森林事業」開始
2009年10月 (株)西粟倉・森の学校設立

2008年 「百年の森林構想」着想

西粟倉村のいままでの動き

2013年５月 環境モデル都市選定（内閣府）

2014年５月 バイオマス産業都市認定（農林水産省）
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2013年1月 岡山県スマートタウンパイロット地域指定

2011年4月 西粟倉発電所リプレイス事業着手

2014年７月 西粟倉発電所「めぐみ」再稼働 ～売電開始～

2013年４月 低炭素なむらづくり推進施設設置補助事業開始

2013年 木質バイオマスエネルギーを活用したモデル地域づ
くり推進事業（林野庁委託事業）岡山大学と共同実施

2014年 「革新的技術創造促進事業」（異分野融合共同研究）
岡山大学と共同実施

2014年 「グリーンプランパートナーシップ事業（薪ボイラー）」（環境省） 採択
西粟倉村



百年の森林事業全体概要図
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流 域 面 積 １８５０㌶

使 用 水 量 ０．５５m3/sec

吉 野 川 ０．４０６m3/sec

大海里川 ０．１４４m3/sec

有 効 落 差 ６８．９ｍ

発電出力最大 ２９０ＫＷ

年間発電量２，５４０，０００ｋｗｈ

売電収入の増
16,000千円⇒75,000千円

FITへ移行

リーディングプロジェクト H23.4～H26.7
• H23年度 概略設計 10,000千円
• H24年度 実施設計 20,000千円
• H25年度 工事 275,000千円

地域資源（水の利用） 西粟倉取水力発電所のリプレイス

地域の課題解決

・観光事業

・高齢者対策

・安全・安心

・住みやすさ

・定住促進

他の再生可能
エネルギー

水力発電
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新たな再生エネルギー導入の起爆剤とする。



地域資源（太陽の利用） にしあわくらおひさま発電所

NPO岡山エネル
ギーの未来を考
える会

西粟倉村

西粟倉村民 金融機関
トマト銀行

中国電力

全量売電 売電収入

融資 10，000千円

返済

建設協力金28人4，900千円

元本＋金利

無償使用許可
・災害時非常電源
・環境教育

2014年3月稼働 48.84kw（年間予想発電量50，000kwh）」
事業費15，600千円

村の今後の導入予
定箇所3箇所及び
屋根貸し3箇所の
テストケース

・環境や再生可
能エネルギーへ
の関心の拡大

岡山県

支援

ABL（ｱｾｯﾄ・ﾍﾞｰｽﾄﾞ・ﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）
取組＋公民連携（PPP）
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・ＥＶ急速充電器の整備
H24／１基（道の駅）
H25／２基（公共施設）

・ＥＶ自動車（公用車） ５台整備
H24／１台（アイミーブ）
H25／１台＋２台
（日産リーフ１台 日産自動車提供）
（三菱ﾐﾆｷｬﾌﾞﾐｰﾌﾞ２台 三菱自販貸与）
H26／１台（アウトランダー）

EV急速充電器及びEV自動車の普及推進

非常時用電源（EV）
避難所・公民館

道の駅太陽光発電

マイクロ水力発電

物資・電力の供給

電力の供給

災害時における電気自動車の活用

西粟倉村
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「道の駅あわくらんど」における再生可能エネルギーへの取組

マイクロ水力発電
(平成27年度整備）
5.0kw

太陽光発電20kw
蓄電池16kw
(平成27年度整備）

太陽光発電20kw
蓄電池12kw
(平成27年度整備）

災害時電力供給

０．０８ ／ｓ

• 木質バイオマス・太陽光・マイクロ水力発電を活用した災害時バックアップ機能の整備

木質バイオマスボイラー
75kw 1基

災害時給湯機能維持

西粟倉村
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「百年の森林事業」「環境モデル都市構想」
～限りある自然の恵みを大切な人たちと分かち合う上質な田舎～

我が国の中山間地における木質バイオマス活用のモデルケース作り

・村内の雇用創出

・新エネルギー創出から得ら
れる便益の地域社会及び森
林整備活動への還元

・地域住民の地域づくり活動
への積極参加

「低炭素社会の実現」
「新たな地域

経済社会の構築」

・切捨間伐エリアを最小限にす
る集材方法の検討

・造材基準の見直し・コスト削減

・林地残材の集材方法の検討

・周辺地域の木材流通の現状
分析（木質バイオマス発電施設
の動向）

「未利用間伐材の
積極活用」

・森林整備の推進による二酸
化炭素吸収量の増大

・化石燃料の木質バイオマス
への代替（3 つの利用目的を
設定し、それぞれの西粟倉村
の地域における実現性と課題
の抽出を、各ケースの比較を
通じて検証）

「木質バイオマスエネルギーを活用したモデル地域づくり推進事業」

岡山大学 野村総研

林野庁及び環境省委託事業
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木質バイオマス利用への基礎的取組（岡山大学との共同）



GPP事業の概要と進捗
１．事業の名称 村内温泉施設薪ボイラー化による地域の低炭素化と雇用創出計画

２．導入設備 村内３ヶ所の温泉施設全てに薪ボイラー整備、平成２６年度／能力300kw
以上、平成27年度75kw以上、平成28年度170kw以上

村の主要産業である林業を軸とした「百年の森林づくり事業」で発生する間伐材などの
未利用材を木質バイオマスとして熱利用する薪ボイラーを導入、村の面積９５％をしめる
森林資源を最大限に活用し、地域の環境保全と林業を軸とした地域内産業の活性化を
図る。

CO2の排出削減量
３７９．１ｔ/年西粟倉村
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２０１４．１２．２４
KOB社（オーストリア製）薪ボイ
ラー ２基 搬入状況

西粟倉村
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GPP事業の導入効果

Iターン者によるローカルベンチャーの起業 （現在４名）
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西粟倉版木の駅プロジェクトの始動

西粟倉住民

東粟倉住民

店舗

温泉施設３箇所

薪供給・ボイラー管理

計量(５００円／ｔ）

原木代金（６，０００円／ｔ）

オニ券３，０００円

現金 ３，０００円

オ
ニ
券
回
収

村
楽
エ
ナ
ジ
ー(

株)

ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
交
換

現
金
３
，
０
０
０
円

熱エネルギー費
現金(１３，０００円／ｔ）

地域内に留保されるお金
年間１３，０００千円

経費削減額
年間６，０００千円



地域資源（森林の利用） 新エネルギー導入次の一手

CO2の排出削減率2030年
25％、2050年40％を目標とし
て、地域の活性化を進める。

バイオマスを活用し雇用と経済
を創出2020年視察・体験ツアー
3，500人環境教育プログラム
500人雇用の創出55人⇒100人

バイオマス事業雇用5人

エネルギー自給率
１００％

西粟倉村
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安定した発電・収入となる小水力発電のリプレイスと林業の活性化に繋がる、林
地残材を活用した木質バイオマス（薪・丸太）ボイラーの導入を先導的に実施し
（リーディングPJ）、順次、各家庭での太陽光・太陽熱、EVの導入を進めることでエ
ネルギー自給率100%を目指す。

地域の生活利便性・安全性向上
生活コストの削減

太陽光発電・太陽熱利用
地域熱供給システム

光ケーブル網利用

非常時用電源（EV）

道の駅等観光施設

避難場所等

観光振興

再生可能エネルギー
設備投資

林地残材

リーディングプロジェクト

小水力発電リプレイス

電力

売電

電力

畜電池

バイオマスプラント

林業活性化

林業へ
再投資

エネルギーの見える化

配車要請！

西粟倉村が目指すスマートタウン

百年の森林事業

熱・水蒸気
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